
Letters from Ashburton 2012 #7 

Day 9  August 2(Thu.) 
 

 今日の最高気温は１０℃。おおむね曇りでしたが、

時折晴れ間も見えた一日でした。ようやく生徒たちも

こちらの気候に慣れてきた様子です。 

  今日はアッシュバートンカレッジの先生によるコ
ーディネートで、アッシュバートン近郊を巡りまし

た。名付けて「Ashburton Magical Mystery Tour」。
引率の我々もいったいどこへ行くのやら、わくわくし

て参加しました。始めに訪れたのは、アッシュバート

ンからバスで３０分ほどの所にある、スキーヤーが集

う街、Methvenです。そこでは、Heritage Centre & NZ Alpine & Agriculture Encounter
という施設を訪れ、この地方の主産業の農業やスキー場の歴史などについて学びました。皆、

トラクターの大きさに圧倒され、また、スキー場開発がいかに大変だったか感じ取ったよう

でした。 

 モーニングティーは Rakaia Gorge(ラカイア渓谷)でとりました。アッシュバートンは広
大なカンタベリー平野の中心に位置していますが、車で３０分も行けば、海に出ますし、逆

に１時間ほど行けば、２０００ｍ級の山々に出くわしま

す。その途中にある渓谷の雄大な景色に皆感動していま

した。 

 その後は、アッシュバートンの中心部に戻り、靴下工

場を見学しました。この地方で取れるウールを使った靴

下は、NZ 国内のみならず、日本を始め多くの国に輸出
されているそうです。 

 ランチタイムには、班別に自由見学をしました。各々、

ツーリストインフォメーションで市内の地図を受け取っ

て、それぞれ市内を散策しました。今までホストファミリーとしか外出したことがなかった

ため、この後に控えているオークランドでの班別研修のよい予行演習になったと思います。 

 最後に訪れたのは、Ashburton Aviation Museumとい
う航空博物館です。地元、所沢にも航空公園があり、訪れ

たことがある生徒も多かったのですが、広大な敷地と珍し

いグライダーや航空機に驚いていたようです。 

 明日はいよい

よアッシュバー

トンカレッジで

過ごす最後の一

日です。より多くの経験と思い出を作ってほしい

と願っています。 

 

 一昨日の Tinwald Primary School(小学校) 
訪問の記事が、もう一つの地元の新聞に 

掲載されました。                   → 
 

                                           
The Ashburton "Courier"  Thu. August 2 


